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Q3. 地下水は今後もずっと使えるの？

A3. みんなで守っていく必要があります。
西条市では、「西条市地下水の保全及び管理並びに適正な利

用に関する条例」を2022年に定め、地域の地下水を「公水」＝

「みんなのもの」と捉え、市民の地下水利用のルールを規範化

し、地域で保全・管理していくという、「地域公水」の理念を盛

り込みました。地下水を利用する私たちが、「使った地下水はき

れいにして地下へ還す」「地下水を量･質の両面で育ててから

使う」という「育水」の意識を持つことが大切です。市では定期

的に地下水位・水質を調査し、異常がないかモニタリングして

います。行政だけでできることには限りがあるため、地下水を

守る市民一人ひとりのアクションがとても大切です。
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西条の地下水を
もっと詳しく知るには

こちらから→

地下水位
確認サイト

リアルタイムの地下水位をチェックしてみよう！
地下水の状況に関心を持ち、節水等に取り組んでみませんか。

Q1.  西条市で、生活に地下水を利用している
　   人はどれくらいいるの？

A1.市民の９０％以上が生活に地下水を利用
 しています。

市民の約半分が利用してい

る上水道の水源は、90％が

地下水です。家に井戸があ

る人だけでなく、地下水は市

民生活に欠かすことができ

ないものです。

Q2. 地下水はどれくらいで私たちに届くの？

A2. 20年～60年かかるといわれています。

山で降った雨が地面に浸透し、地下水として私たちのもとに届

くまで、場所によって異なりますが、長い年月がかかります。

地下水は、西条市に生きる私たちのライフライン。Q&Aで地下水のことを改めて知ろう！

　西条の水を誰がどのように将来にわたって守り育てていくのか。その主役は、行政だけで

なく、市民の皆さんです。地下水の管理者として一定の権限と責任を持つ行政の役割や科学

的な知見を提供してくれる専門家の意見は重要です。しかし、皆さんにとって、西条の水は単

に利用できれば良いというものではなく、市のシンボルである「うちぬき」を守るとともに、「お

いしい水」と評されている水質を維持することではないでしょうか。

　西条の水が10年後、20年後、さらにはその先どのような姿であってほしいのか、またそれを

実現していく過程で水がどのように守られ、活用されることが皆さんの幸せにつながるのか

は、市民の皆さんが集まり検討する中で初めて具体化されます。そうした「話し合いの場」と

なっているのが、西条市地下水保全協議会です。しかし、協議会だけでは参加者の幅は自ず

と限られてしまいます。

　今後は「地下水ラボ」のようなワークショップなど多様な参加の機会を創出し、市民の声を

幅広く集め、“地域公水”の理念を実質化していく必要があります。「水の都・西条」の未来の

ために、皆さんの参加と協働が求められているのです。

西条市地下水保全協議会 会長
京都府立大学 公共政策学部 教授

川勝 健志

市民みんなが主役で
西条の水を
守り育てよう

地下水Q&A



水に恵まれた西条市。

西日本最高峰・石鎚山などの山々が水を土壌に蓄え、市内至る所で水が湧き出ています。

私たちが「うちぬき」と呼ぶこの地下水は、江戸時代から親しまれ

日本の「名水百選」にも選ばれています。

こんなにきれいでおいしい水はものづくりや食に活かされるとともに、

西条市のシンボルとなる風景。

暮らしの中にあたりまえにある地下水は、西条市民の日々に欠かせないものです。

この冊子は「うちぬき」や地下水のいまを知り、未来につなぐための 1 冊です。

水とと
もに育

つ水の源は、まちのシンボル・石鎚山

市内各地に四
季の水風景が

ある

山から海へ。かけがえのない風景

安全でおいしい地下水がこんこんと湧き出る

農業やものづくりに活かせる

暮らし、歴史とともに水がある

市民が水を
愛し、育んで

いる

おいしい
水でおい

しい酒が
できる
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「水の都 西条」水の恵みを感じる暮らし



1.一部の地域で「塩水化」が起きています
西条平野の沿岸の一部では、地下水の塩化物イオン濃度が水質基準値より高

く、飲用に適さない「塩水化」した井戸が存在します。その原因は複合的なもの

と考えられていますが、一因として挙げられるのは農業用水として地下水をたく

さん使っていること。田んぼでたくさん地下水を使うかんがい期（５月～９月）にな

ると、地下水の水位が下がり、その結果、地下水が海水を押し戻す力が弱まって

海水の侵入を許すことにより塩水化します。

なぜ「水の都」といわれるほど、
西条は水に恵まれているの？
　その答えは、西条独自の水環境と地形にあります。瀬戸内式気候の西
条市。平野部の降水量は多くありませんが、その２～３倍の雨が山に降り
ます。その水が、地面や川を通して地中に染み込み、西条平野、周桑平
野、それぞれの地下に豊富に蓄えられています。そして、西条平野を流れ
る加茂川は、水源（山）から河口（海）までが1つの自治体で完結している
日本でも珍しい川で、私たちは1つの流れを1つのまちのみんなで分け合
いながら生きています。

2. 山に蓄えられる水の量が減っています
森林や田んぼなどは、雨や雪などを地下にしみこませ、地下水や川にゆっくりと供給

する機能を持っています（水源涵養）。特に森林は「緑のダム」と呼ばれる働きをし、土

壌に水を蓄え、大雨の時には急激な増水を抑えて洪水を防ぎます。西条市でも森林

がその役割を果たしていますが、戦後急激に増え現在は放置されている広大な人工

林の手入れ不足が原因で、山の保水力が減っています。水を守るためにも、間伐など

の必要な森林整備を適切に実施し、健全な森林を育成することが必要です。

「いずんでいる」まちをいつまでも
　豊富な地下水は私たちにとってとても身近な存在です。市内の約半分
の家庭には井戸があり、地下水をそのまま生活に使っていますが、「その
まま飲める」という地下水の安全性の高さは日本でもトップレベルです。
さらに、地下水は「うちぬき」をはじめ、自然に湧き出る泉など西条市なら
ではの風景をつくっています。「泉が湧き出る＝いずむ」という古くからの
方言もあるんですよ。
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高縄山系

石鎚山系

加茂川

中山川

周桑平野

海（燧灘）

西条平野

自噴井戸

いずん堀（泉堀）の井戸

地下水の採取

帯水層
（地下水のたまるくぼみ）

粘土層

れっか水
（岩盤の亀裂や割れ目などを流動する地下水）

私たちは地下水をどう使ってる？

西条平野では、地下水採取量の

約4分の3を農業用に、残りを生

活や工業のために利用していま

す。その合計は、年間4,027万㎥

＝東京ドーム約30杯分にもなり
ます。

市内で

3,000
カ所※

※市が確認している
自噴井戸の数

人工林

天然林

資料：地下水の塩水化の状況〈西条市〉

降水

蒸発散

降水量:1,287mm/年

蒸発散量:1,268mm/年

海へ
海への地下水流出量:10,129万㎥/年

水田から
水田からの浸透量:5,484万㎥/年

地下水の採取
地下水採取量:4,027万㎥/年
生活用＋工業用等＋農業用

※数値は、西条平野（2007～2013）の平均で、「高瀬・徳増2019」より引用しています。

河川から
河川からの浸透量:16,161万㎥/年

9.1%
工業用

366万㎥/年

16.5%
生活用

665万㎥/年

74.4%
農業用

2,996万㎥/年

地下水採取量のうちわけ

西条の地形と地下水のしくみ

豊かな水環境だけど、いま、こんな問題も…



うちぬき広場

堤防の
上で

陣屋跡のお堀

西条郵便局北

総合福祉センター

禎瑞の芝桜

野菜の洗い場
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東予地区

西条地区

飲んでおいしく、さわって気持ちがいい地下水。湧いているところに行ってふれてみましょう。西

条市内には、「うちぬき」が汲める場所やきれいな水の景色を楽しめるスポットがたくさん。地

下水は場所によって味が違うから利き水もできますよ。訪ねてみませんか。　

加茂川左岸うちぬき公園
広い田んぼに囲まれた水汲み場。車をすぐ近く
に停めることができ、水が汲みやすく田園風景
や山々の雄大さを感じられます。
　西条市西田新開（橘地区）

私たちがどのくらい水を使っているかを知ろう
まず現状から。西条市民の上水道使用量を見ると、どのエリアを見ても東京都を
上回る結果になりました。西条地区では約2倍の水を使っています。当たり前に
使っている水＝限りある資源という視点を持つことが大事です。

水を大切に使おう
出しっぱなしを減らす・やめる、歯磨き中は水を止めてコップを使う、トイレ
の水は1回で流す、水やりには雨水タンクを使うなど、日常の中のちょっとし
た心がけで、無駄に流れてしまう水を減らし、節水することができます。

川の水を観察してみよう
川の水を気にして見てみると、雨が少ない時は水位が下がっていることや瀬切れ※
2 を起こしていること、大雨の後は急に増水していることを発見できます。川の水が
少なくなると地下水の量にも影響します。

山の木を気にして見てみよう
山に行ったら木を見てみよう。スギ・ヒノキなど針葉樹の人工林と、多様な木
が生えた天然林では、身近にはきっと人工林のほうが多いはず。西条市の面
積の７割は森林です。森林を守ることは水を守ることにつながります。

生態系の豊かさを知ろう
水がきれいなおかげで、希少な生きものであるカジカ、カブトガニ、多様な野鳥が
西条市に生息しています※1。生きものを観察し、彼らの生息地を保全することも、
水を守ることにつながります。

※1  西条市は世界的にも重要な水鳥の拠点として、IBA（Important Bird Area 重要野鳥生息地）に選定されています

※2 瀬切れとは、河川の水量が少なくなり、流れが途切れること。川の表面に水が流れていないので、生きもの生息場所が一時的に消滅し、移動もできなくなります

川をよごさず、きれいにしよう
川で遊んだ時のごみは持ち帰ること、川に洗剤などを流さないことを徹底しよ
う。自然は「来たときよりも美しく」が基本です。川や浜辺のゴミ拾いなどの活
動に参加するのもおすすめ。

弘法水
海からうちぬきが湧き出る不思議な場所。空海
が巡礼した際、杖を突きたて湧き出たという伝
説があり、地域の方がお世話をしています。
　西条市樋之口（西条地区）

新町川水系（アクアトピア水系）
1986年から市が整備した水辺景観のエリア
で、市内中心部の約2.4kmを徒歩や自転車で散
策して楽しめます。
　観音水～陣屋跡（神拝～西条地区）

地下水は豊富にあるとはいえ、今後何年安全でおいしい水が飲めるかわかりません。また、西条市は水道水源のほと

んどを地下水に依存しているので、地下水が飲めない状態になると、私たちの生活にも大きな影響を及ぼします。地

下水の質や量、環境問題の観点からも、節水や水の課題に目を向けることが私たち市民にとっても大切です。

● 弘法水

● 陣屋跡のお堀（西条高校）

● 龍神社

● 加茂川の干潟

● うちぬき広場
● 西条郵便局北

●市民公園

観音水 ●

● 加茂川左岸
   うちぬき公園

● 嘉母神社

● 総合文化会館横

● 水汲み場（総合福祉センター）

アクアトピア水系

水都市の前 ●

トリム公園●

● 観光交流センター内
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うちぬきマップ 1人1日あたりの上水道使用量（2023年度）

JR予
讃線

JR予
讃線

国道1
1号

国道1
1号

産業道
路

産業道
路

伊予西条駅伊予西条駅

西条高校西条高校

石鎚山駅石鎚山駅

加
茂
川

西
条
港

渦
井
川

大雨で水位の上がった加茂川（水都橋から撮影） 針葉樹の林

・●の場所は、西条市の管理で定期的に水質検査を行っています。
・市内各地で水・うちぬきとふれあえます。

新町川水系「自然共生サイト」に

アクアトピア水系とエリアを同じくする「新
町川水系」は、生物多様性の価値等が評価
され、2025年に環境省の「自然共生サイト」
として認定されています。

西条の水を未来へ。私たちにでき　　ること
まずは、水にふれて親しむ 水を取りまく環境を知り、大切に使う


